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ピエロ・ マンゾーニ展

‖月7日 ～同月 19日

Linea m 5.10 1959, inchiostro su carta



マンゾーニのこと

ピエロ 0マ ンゾーニ、 1933年 イタリヤのクレモナに生 まれ、

1963年 ミラノで没。30歳の若さだった。私が彼に会ったのは 1960

年の秋だったが、それが最初にして最後になった。 ミラノでは

毎夜飲みに飲んだ。がっしりした体格の男で、 3年後に言卜報を

聞いたときにはまさかと思い、 ミラノでの毎夜が死因の一部と

なったのではあるまいかと思い、いくぶん心痛む思いをしたこ

とを憶いだす。

私が会った頃、マンゾーニは前年の四月に始めた「線」のシ

リーズにひと区切 りをつけ、「指紋」や「芸術家の息」に取組

んでいる時期だった。「線」のシリーズというのは、紙にただ

線をひ くといっただけの作品で、彼によれば、その線の長さの ト

ータルが地球の円周 と等 しくなったら終えるという計画だった。

線のひかれた紙は黒い円筒のなかに封印され、彼はそのひとつ

をうやうや しく私に贈呈 して くれた。線の長さは大小さまざま

あったが、一番長いのは7200メ ー トルに達 していた。線の長さ

の トータルが、実際に地球の円周に達 したのかどうか、私には

今それを碓める術がなぃ。

「線」のシリーズの前に位置するのが「面」のシリーズである。

マンゾーニといえば、 1957年 に始められたこの「面」のシリー

ズによって、その存在が注目されるに至ったといってよい。「面」

のシリーズは、さまざまな白い布を木枠に張 りわたしただけの

作品で、彼はこのシリーズを「アク回―ム」 (非色)と 名づけて

いた。

「われわれはただひとつの色を、というより、互いに干渉 し合

わない連続 したひとつの面だけを用いる。そこでは1あ らゆる余

分なもの も意味ありげなものも除去されてしまう。それは青の

上に青を、また自の上に自を く描 く〉という問題ではないし、

自己を表現するということでもない。事実はまった く逆なのだ。

私にとっての問題は完全な白い面 (そ れは完全な無色、中性的

なそれである)をつ くるということにある。その面はどのよう

な絵画的現象 とも無縁だし、 また画面の価値 と無関係ないかな

る要素ともまった く無縁である。その白は極地の光景でもなけ

ればシンボルでもないし、それは自の画面以外のなにものでも

ない自なのである。(つ まり、無色の画面は無色の画面以外のな

にものでもない)」

「無限の空間」 (1960)と いう論文でのマンゾーニの文章であ

る。ここで彼のいおうとしていることはただひとつ、「白い画面

は白い画面以外のなにものでもない」ということに蓋 きよう。

「白い画面は白い画面以外のなにものでもない」というのも決

局はひとつの意味にほかならないが、 しか しマンゾーニの意図

はよく解るような気がする。それは作品を意味する陳述のもっ

ともミニマルな1大態にしようという意図である。

「線」のシリーズもその点では同断だった。線は線以外のなに

ものでもないということである。線を決定するいくつかの要素

のうち、マンゾーニはただ長さだけを要因として残 し、あとの
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一切 を捨ててしまう。彼の「白い画面」についての言葉をもじ

っていえば、「線は線以外のなにものでもない」ということにな

ろう。 (モ ノクロームということで、 1960年前後、マンゾーニは

青のモノクロームのイヴ 0ク ラインと対比されることが多かっ

たが、イヴは間違っても「青は青以外のなにものでもない」と

はいわなかった。私はその点について、フランスの評論家 ピエ

ール・ レスタニーと口論 したことがある。 もっともこの二人は

エンリコ・ カステラーニらとともに、『アジム ト』という雑言志に

よる仲間だった)

「面」から「線」のシリーズヘの変移は、 しか し、決定的な違

いをもたらすことになったと思 う。それは「線をひ く」という

行為を通 して、マンゾーニが「行為 とその痕跡」ということに

関心をもつようになったことである。「線」のシリーズのあと、

「指紋」とか「芸術家の息」 といったように、自分の肉体に直

接関係のあるものと作品を結びつける仕事をするようになった

のは、それを語って余 りあろう、その もっともラディカルな仕

事は、 自らの大便をカン詰めにした「芸術家の くそ」というシ

リーズだった。ローマにあるイタリアの国立近代美術館で開か

れた回顧展の際、それを見にきたイタリヤの某国会議員が、国

税をつかって「大便」を展覧会に出品するとはなにごとである

かといって、イタリヤの国会で議論になったというが、解 らな

いでもない気がする。 しか し、マンゾーニはダダィス トの後裔

ではなかったと思 う。 自分の息を風船いっぱいにつめた「芸術

家の息」が、マンゾーニの上からのリト出物による作品とすれば、

「芸術家の くそ」は同 じ意図による下からの排出物による作品

に過ぎない。いずれも、マンゾーニといぅ芸術家の存在証明だ

った。 じっさい、マンゾーニが死んで、今なお彼の肉体の直接

的な痕跡として残 っているのは、それらの作品である。

深刻でな く、常にユーモラスであった彼の作品を私は愛する。

もっとも血気盛んで、 1960年 前後、マンゾーニと同 じく、ルー

チョ 0フ オンタナを敬愛 していた回ベル ト・クリッパとは仲が

悪 く、ある時口論 したあげく喧嘩になり、ぶんな ぐられてひっ

くり返ったということを聞いたことがある。そのクリッパ も飛

行機事故ではやばやと死んでしまった。 1960年 前後 ミラノはフ

ォンタナを中心として熱気にあνζ、れていたと思う。私が

'帯

在 し

ていた間、 もっとも興味をもって見ていたのはピエロ・ マンゾ

ーニとエンリコ・カステラーニの二人の仕事だった。

ミラノからパ リヘゆき、イヴ 0ク ラインを訪ねた。女性の裸

体にブルーの塗料を塗 り、キャンヴァスに押 しつける仕事をし

ている頃だった。根本的に考え方が違 うと思った。正直いって、

そのとき私はマンゾーニの仕事の方に興味を覚えた記憶がある。

とはいえ、イヴの仕事にも強い関心を抱いたが、そのイヴもマ

ンゾーニと相前後 してこの世を去ってしまったのが、なにか因

縁めいたものに感 じられる。「死は死以外のなにものでもない」

と,マ ンゾーニはいってぃただろうか。
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Achrome,1961  16.5× 38.5 pani plastificati
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MANZONI,Piero.
Italian 3om in Sondno,Cremona、 ltaly i3 Juり 1933

Dたd in Mnano ltaly 6 Febru町 !963 Met and∞ _

edited with Sordinio Corvi‐ Morra and Zecca“ Per la

Scopett di una Zona di lmmagini¨ manifesto、 Milan
i956.Met Yves Kleino Milan!957.Founder‐ Member
(wih Sordini、 Verga)Gruppo Nudeare、 Mnan
i957・ 59 Co‐ produced(with Biasi,Colu∝ i、 Sordini

and Verga)manifesto“ Pcr una Rttura Organた a｀ and
・°Manifesto d｀Albisola Marina・

・
・M」an i957 WOrked

with Castellani and Agnet饉 。M」an and met Hcnk
P∝ters and Zero group 1958。 Acquainted with Vttla、

Angeli,Dorazioo Novelli!958.Spent Summer with
Rinaldo Rose1lo and friendly with Eduardo Sanguinetti

in Albisola.Italy 1958 Abandoned・・Nuclear°
｀
painting

and produ∝dnぶ■ “Achromesい and“ Lines・
・

1958.

Collaborated(wれ h Btt and d° Angelo)on magazine rr

σθs′ο,M」 an 1958.Produ∝ d“ Pneumatic Sculptures、
°
'

M」an 1958-60,Co‐ founded(with Casteuani)/z′ ″
“

r

maga2ine and opened Azimut Gallenao Milan 1959

Travelled to Copenhagen and Herrling,Denmark and

Amsterdarn 1960.Stayed with castellani in Rome
1960,Met Arman and Tingucly.Paris 1 961.Travelled

to Brussels and Amsterdam 1962

1nd市 id● al Shows:

!957 Teatto dene Maschere,Mnan

Corriere dc PrO宙 nciao Como

1958 Galleria Pater,Milan

Kunstkring、 Rotterdam

i959 De Posthoorn Gallery.L・村 a、 ltaly

Galleria Po22ettO Chiuso.Albisolat italy

Galleria Parete,Milan

Galleria Azimut,Milan

1961 Galleria Tamruga、 Rome
Kopke Gallery,Copenhagen

1962 Attourd° hui Gallery、 Brsels
i963 Smith Gallery.B― els

1964 Galleria象〕hwarz.Milan
1966 Galleria Na宙 glio、 Milan

Galleria Notizie、 Turin

Galleria Aponinaireo Milan

Calleria Cenobioo Muan

i967 Galleria Tamruga.Rome

Galerie Thelen、 Esseno Wett Germany
1968 Teatro dena Feni∝ .Veni∝

1 969 Galleria Visualita,Milan

Van Abbemuseumo Eindhoveno Nethenands

1970 Gale」 e Mathias Fels,Pans

stadu“hes Museun,Monchengladbach.West

Germany
Kun帥ソerein,Hanover、 West Germany
Stedeljk Museum.Amsterdam

i971 Galleria Nazionale dSArte Modema.Rome

Museo di Crema.Italy

Galleria C市 ica d° Arte Modema、 Turin

Galerie Thomas,Zurich

1972 Museum ofContemporay Art.Houston
Hemγ  Gallery.&ョ田e

Sonnabend Gallery,New York
Museum of Contemporay Art、 Chαlgo

Galerie Vernao ZuHch

i973G」 たnaFoma、 GeF10a

Studio Brescia.Brescia.Italy(and 1974)

Galene Kellero Munich

Galleria dei M」 le.Bergamo.Italy

Kunstmuseum.Basle
Stad6sche Galene、 Munich
Royal College of Art、 レ)ndon

i974 Tate Gallery,London

Galleria d° Arte Vinciana,Mman
Galerie Lamont,Geneva
Kunsthalleo Tubingent West Gerrnany

Selected Group Shows:

1956′″P77′O Sα ″Fcdoた,Milan

1957″α″zο

“
′,々rga,Sο〃ル7′,G」にna Pater、 Mnan

/″′′/V“ごrearθ ,Galleria San Fedele.Milan

1958 Bαノ,Fo′ 7′α
"α

,να
“
zο″′,Galena Bergamoo Milan

/″′′′′α′′α
“
a CoPI′α77pο″″

`α
,Galleria Selezione、

Milan

i959 βο″αル″′,cas′′rra″′,77a″ zοrli,Callena Prismat

Mnan(tOured ltaly)

1960/Ve″ ναレ ′′,Galene das Kldntheater.Berne
//V″Ⅵ,ルrlis′ たcο′r《ρ′′ο′7,New Vision Centre、

London
Cο″′

`“
ροraげ ′rα″α″/rr,Institute of

Technology、 Chicago
196! Cas′

`′

fa″ ′ζル「ο″zο′1′,Galleria Tatrugao Rome
ズ1'α″′gα″″ ′96′ ,Stadtisches Museum,Tner、

West Germany

19626″
“
ρρ′Z″″ο,Stedeljk Museum、 Amsterdam

Casr′〃α″′,ル「α″zο″′,S“ooP7カOlで

“
,Galeric

Ddta、 Rotterdam

i963/rr″ Fa″ ′asr′
“
,Mus∞ caste1lo di San GiustO.

Tneste

1964 Zgro‐ 0‐″ノ,Galene Delta.Amsterdam
Z″ ro,Fine AFt MuSeum、 Philaddphia

Cr“ρρ″Zθ
「

0,New Vision Centre、 London
1965″′crοzcro,Galerie Delta.Amsterdam

Z″rο /1,α燿′garde,Fontana Studioo Milan

/た′″″,Galerie Aktuel.Berne
1966己urop“

“
Draw′ rgs,Guggenheim Museum。

New York
5θ Dαdα―Dα da′″′′αrlia,c市 i00 Padiglione

d'Arte,MMan

/た′
“`′

たκ
“"sr a蔭

力α′た″,Museum am Ostwall.
Dortmund.West Gemany

19677V“ονα
「

ぃ d′″zα ,Sala delle Cultura,Modena。

Italy

1968 Doc“ ″
“
ra,Kasl

′ra′ね
"ぉ

“

′κ
“
″srグ

“
χχ Ja力″″″″グerrs,

Staatliche H∝ ヽchule fur Bildende Kunst,

Berlin

Achrome,1961 29× 24 htutfoll di cotone

rarθ′β′Й″ν′
“
,Van Abbemuseum。

Eindhoven、 Netherlands

1969κ
“"s′

″arた r,Cologne

Prosp`cr'69,Dusseldorf

1970 Cο″ccρ′
“
α′ズrr,/rrθ PO″拓α,ια

“
d/″′,Museo

d'Arte Modema、 Tu五n,Italy

197! κ
““

sr"α ″た′,Cologne
1972/rr′ ′″′′α′た′96θ‐7θ,Quadriennale,Palaz20

Bposizioni.Rome
βた

"″
αた,Venl∝

1976D″αw′

“
g Ⅳο■,,Kunsthaus,Zurich

Publications:

By MANZONI:ι ″ ′ピ″ο″′.llera crFa2′ 0″′With Sor‐

dini and Verga(Milan)19571 Par ra s"ρ
`″

′αど′″
"α

zο

"a″
′閣agi"′ (Muan)!957:・・Prolegomenes a une

acti宙 te artislqueい in S“″′で″ No.3(Amsterdam)
March 1957:ι И″′′″ο″ζ

“
″a Crraz′0"`ε力′′″9“α″′0

… (Milan)May 19571・°
Vita dell｀ arte・

°
in′θ″sたro

〃αzわ″a″ No.19(Rome)October 19591 ・°Libera

dimen● one・
・in/z′″″′No.2(M‖ an):9601・

もFuosona
dd monocromo spazio innnitOい in rrl′ σ可′rSO SC力 ′″‐

ro No。 3(Tokyo)19601/た″
"″

rea″zzα z′″′ ズ′c“″′

“
ψ″′

“
′″′′・/1cν″′ρ「og″ rr′ (Muan)1962.

On MANZONI:Plirr″″a′′α″α
“
θ″′ごορog“

“
″α by

Tristan Sauvage(Mnan)19571・ ｀
Lucio Fontana ct le

Spatialisme"by Cuido Ballo in Cli″ α′w No.48(Paris)

1960:Pli″ro Mα″zο″′―′力
“

ι′ α
"グ

%οttS by Jes

Petersen(Hamburg/Paris)19621/″ ″ /V“ε′
“

″ by

Trヽtan Sauvage(MHan)19621 “Pたro MarL20面

193}1963" by Hank POeters in 〃ααが′ Pos′

(Copenhagen)Febru切  19631 ・・Simplicity and ln‐

spired Boredorn・・by J Reichardt in S′
“
dlioノ″′θ″

"a‐
′′ο″α′No 874(London)1 9661 Pligro″α

“
zο

"′

by

Balestnni and others(Mnan)1967:Cο ″ごぐρ′να′/″′
,

ル′
“

Po、 でra,ια″グ′rr by Germano Celant(Turin)

19701 Pi″ ro〃α″2“′by Germano Celant(New York/

Paris)1972デ Piero Man20ni°・by J.van der Mark in

/″′f燿 ズ″ζ″′εα(New York)Febrllary 1 973:ル 「α″zο″′

catalogue by Angelo Bozzola (london) !973:
“Manzoni'・ by Caroline Tisdall in ηl′ G“α″ごた″(lЮ n‐

don)November i9731° もRender unto Ducharnp"by

Toni del Renzlo in/r′ α″′/″′おrs(bndon)December
!973:Pligro Ma″ zο

“
′by Germano Celant(London)

1974:Pigro″ α″zοali― Cararogο σ
“

Fra′
`by Cermano

Olant(Mnan)1974.
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